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○女満別空港の乗降客数は、757千人と道内で４番目、東北海道では最も多い。
○乗降客の出発地や目的地をみると北見市、網走市で全体の７割を占める。
○北網地域の高規格道路整備の進捗により、女満別空港へのアクセスは向上しており、端野～高野間が整備さ
れれば、オホーツク管内の人口の５割が女満別空港30分圏にカバーされる。

１） 女満別空港へのミッシングリンク解消によるストック効果
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▼女満別空港の乗降客数の出発地・目的地

資料：平成27年度航空旅客動態調査（国土交通省航空局）
注：乗降地不明は母数に含まず

▼女満別空港30分カバー圏

北見市、網走市で
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端野～高野間整後

北見道路整備

美幌バイパス整備

高規格道路未整備

＜凡 例＞

▼女満別空港30分圏オホーツク人口カバー率

資料：平成27年度国勢調査
注：オホーツク管内の人口を母数とした場合

高規格道路整備の進捗
とともにカバー率が拡大

資料：平成27年暦年・年度別空港管理状況調書（国土交通省）
女満別空港ＨＰ、オホーツク総合振興局網走建設管理部

▼道内の空港別乗降客数（Ｈ27）

1,772

1,149

757685606

197185176 72
0

500

1,000

1,500

2,000

新千歳 函館 旭川 女満別 釧路 帯広 中標津 稚内 札幌…紋別

（千人）18,674
道内４位、東北海道では、

最大の乗降客数

北見道路

美幌バイパス

端野～高野間

・北見道路の開通後、北見工業団地が完売。道路整備は産業面で期待が大きい。（北見
市）

・出張医師の送迎のために北見赤十字病院～女満別空港間を毎週利用.。多いときは3～4
回/日往復しており、時間短縮が図られれば、より手術や診断時間の確保が可能とな
る。（北見赤十字病院）

・女満別空港まで臓器の救急搬送を行った。臓器提供にあたっては一刻も早く輸送する
必要がある。（北見赤十字病院）

▼地域の声（第１回地域意見聴取結果より抜粋）
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２） スポーツによる地域連携・地域活性化を支援
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○オホーツクでは、東京オリンピック・パラリンピック開催決定を契機に、スポーツ合宿を通じた地域活性化を図る
ことを目的として管内市町村等で「オホーツク・スポーツ合宿誘致に係る地域連携協議会」を設立。

○北見市・網走市はスポーツ合宿の誘致に積極的に取り組んでおり、合宿参加人数は年々増加。
○端野～高野間の整備によりスポーツ施設間の移動時間が短縮し、地域連携や地域活性化に寄与。

件数 参加実人数 参加延べ人数

1 士別市 網走市 紋別市
2 東川町 北見市 網走市
3 上士幌町 苫小牧市 北見市
4 苫小牧市 士別市 士別市
5 網走市 釧路市 苫小牧市
6 北見市 旭川市 釧路市
7 美瑛町 東川町 東川町
8 釧路市 紋別市 美瑛町
9 名寄市 遠軽町 遠軽町
10 旭川市 美瑛町 深川市

スポーツ合宿ランキング
順位

モイワスポーツワールド

東陵公園

河川敷グラウンド

網走スポーツ
トレーニング
フィールド

北見東IC

北見川東IC

北見中央IC

北見北上IC
北見西IC

女満別空港IC

女満別空港

写真：北見市教育委員会

▼北見市、網走市のスポーツ施設とラグビー合宿

北見市

網走市

北見道路

モイワスポーツワールド

高野交差点
美幌IC

空港と合宿地間移動や、
練習試合のため北見市～
網走市間移動

端野～高野間

▼道外からのスポーツ合宿ランキング
（Ｈ27年度）

▼網走トレーニングフィールド～モイワスポーツワールド（北見市）の所要時間

資料：平成27年道路交通センサス（国土交通省）

写真：網走市教育委員会

網走スポーツトレーニング
フィールド

美幌バイパス

網走 北見８８分

網走 北見７６分

高規格道路
整備前

網走 北見６０分

美幌バイパス
開通後

北見道路
開通後

高規格道路整備により
移動時間が約１時間半
から１時間に短縮

本州よりジャパントップリーグ
所属チーム等が合宿に参加

▼スポーツ合宿参加人数（道内外）推移

美幌BP開通

北見道路開通

資料：北見市、網走市 資料：北海道 環境生活部ＨＰ

・管内市町村等で「オホーツク・スポーツ合宿誘致に係る地域連携協議会」を設
立（H26.5）

・網走市が東京オリンピック・パラリンピックのホストタウンに登録（H28.1）

・７人制ラグビー日本代表候補が網走市でリオオリンピックの事前合宿を実施
（H28.6）

・地域連携協議会主催で北見市で７人制ラグビー大会がオホーツク初開（H28.7）

・網走市、北見市がラグビーワールドカップ2019の公認キャンプ地として申請
（H28.8）

・スポーツ庁の地域活性化事例集に網走市のラグビー合宿が選考（H29.4）

・７人制ラグビー女子日本代表が網走市で強化合宿を実施（H29.8）

▼スポーツ合宿等の取り組み状況

■北見市・網走市
• 「世界一」の網走の芝でトップリーグの選手や日本代表を迎え入れており、
今後もしっかりとサポートして行きたいです。

• 北見市・網走市間での練習試合の行き来が多く、時間短縮により選手の移
動によるストレスが軽減されるため端野高野間整備にも期待しています。

• 選手を空港・ホテル・練習場にバスで送迎しているため、事故には特に気
を付けています。プロ選手は体が資本なので安全な道路が必要です。

声



３） 台風災害時に高規格道路が果たした役割

○被災後は道央と道東を結ぶ鉄道が不通、道路が通行止めとなったが、道東自動車道の迅速な復旧により、道
央と道東を結ぶ唯一の輸送ルートを確保
○国内シェア４割の十勝産じゃがいもや、大阪においてシェア８割の道東産さんまなど、我が国の食を支える北海
道の農水畜産物が、道東道の迅速な復旧により、全国への輸送が可能となり、損失を回避
○道東自動車道の迅速な復旧により、観光バスの通常運行をいち早く再開し、ツアーキャンセルなどによるさらな
る影響を回避

・台風発生時は、入込客数が例年の平均値を下回りましたが、道東道通行止め解除後

は例年と変わらない状況となり、高速道路の迅速な復旧により、影響が最小限に抑

えられたと考えます。
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・普段は、JR貨物でじゃがいもを輸送していますが、台風後、道東自動車道がいち早く開通し、
JR貨物の 代行輸送がスタートしたため、出荷ができました。
・道東方面からの生乳転送が8月31日から2日間止まりましたが、道東自動車道の通行止めが迅速
に解消されたことで、生乳転送を再開することができました。
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▼北海道産農水畜産物の輸送ルートを確保 ▼東地域の観光入込、観光ツアーへの影響を最小限に

釧路地区 根室地区

20,174 21,443

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H28 H29

(人)

10,574
11,975

0

5,000

10,000

15,000

H28 H29

(人)

被災前
（H28.8）

被災後
（H29.8）

被災前
（H28.8）

被災後
（H29.8）

被災後も平年並を維持

【被災直後】
ツアールート変更

（１～2時間到着遅延）

【道東道復旧後】
早期に通常運行を再開
影響を最小限に

【大手旅行会社の事例】
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農水産品の輸送ルート
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じゃがいも（道東道復旧時）

さんま（道東道通行止め時）

さんま（道東道復旧時）

生乳（道東道復旧時）

不通・通行止め期間
＜Ｊ Ｒ＞
平成28年 8月31日（被災直後）～
平成28年12月21日（約４ヶ月間）

＜道東道＞
平成28年 8月30日（被災直後）～
平成28年 9月 1日（約２日間）

資料：道の駅施設管理者ヒアリング
※H28.8.13(土)～8.16(火)、H29.8.13(日)～8.16(水)の合計値

※道の駅厚岸グルメパーク、摩周温泉の入込客数 ※道の駅スワン44ねむろ、知床・らうすの入込客数

▼道東地域のお盆の観光入込客総数の変化（H28-H29）

▼道東道が代替路機能を
発揮し大型車交通量が増加

国道38号 道東自動車道 国道274号

資料：国道は北海道開発局、
道東自動車道はNEXCO東日本調べ

不通・通行止め期間
＜Ｊ Ｒ＞
平成28年 8月31日（被災直後）～
平成28年12月21日（約４ヶ月間）

＜道東道＞
平成28年 8月30日（被災直後）～
平成28年 9月 1日（約２日間）

3観光関連事業者
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○高規格幹線道路を活用することで日帰り運行が可能となり、輸送コスト削減や安定的な農産物の輸出を実現。
○新たな観光ニーズにより多様化する観光ルートを形成し、十勝圏とオホーツク圏を結ぶ観光の活性化に寄与。
○陸別町から北見市への通院･搬送時間が短縮され、地域医療体制確保に寄与。

４） オホーツク圏・十勝圏ミッシングリンク解消によるストック効果

■道内農産品輸出事業者
• 近年はドライバーの労働時間厳格化により、労務規定時
間をオーバーすると宿泊やドライバー2人体制となり、
高速道路を利用しないと労務規定時間内に輸送ができな
い状況です。

声

十勝オホーツク自動車道

高速道路の通行により
日帰り運行が可能

陸別小利別IC

訓子府IC
北見西IC

平成29年10月開通
陸別小利別IC－訓子府IC

足寄IC

苫小牧港

韓国・台湾へ輸出

延長16km

たまねぎ輸送ルート

■観光バスツアー担当
• 十勝川温泉と網走湖畔温泉を結ぶツアーでは、従来の阿
寒経由の観光ルートに加え、陸別や北見市内を経由する
観光ルートが企画されるなど観光ニーズが多様化してき
ています。

声
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津別町

美幌町北見市

訓子府町
北見北上IC

北見中央IC
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北見東IC

陸別小利別IC

北見西IC

訓子府IC

北見赤十字病院
（三次医療機関）
病床数：532床

置戸町

平成29年10月開通
陸別小利別IC－訓子府IC

延長１６ｋｍ

▼輸送効率化による道産たまねぎの輸出が実現 ▼北見市への救急搬送時間の短縮
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外国人観光客が増加傾向

資料：北海道観光入込客数調査報告書

▼オホーツク圏に来訪する外国人観光客

▼救急搬送時間
（陸別町～北見赤十字病院）

資料：平成27年道路交通センサス

陸別町国民健康
保険診療所

（一次医療機関）
病床数：12床

資料：農業団体ヒアリング

平成27年
道産たまねぎ
輸出量
約2万2千t

JAきたみらい
から約4割輸出

開通後は
十勝オホーツク道を利用

開通前は一般道を利用

阿寒・摩周を経由する
従来の観光ルート

十勝川温泉

従来の立寄りスポット
新たな観光ニーズ

新たな観光ニーズを
踏まえた観光ルート
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⑩天都山
⑪川湯温泉
⑫池田ワイン城
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陸別小利別IC

訓子府IC

十勝オホーツク自動車道等の整備により
日帰り運行が可能、輸送コスト削減を支援！！

⇒ 輸送コストを抑制可能
北見 5時間35分

帰所時間を含めて
13時間未満での
日帰り運行が可能

北見5時間35分

北見 6時間36分苫小牧港
30分間

北見

6時間36分

トラックドライバーの労働時間規定：13時間

苫小牧港
30分間

労務規定をオーバー
宿泊orドライバーを
交代する必要あり

⇒宿泊費・人件費等の
コスト増加
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般
道
通
行

高
速
道
路
通
行

▼苫小牧港までの輸送スケジュールの変化

資料：輸送事業者ヒアリング、
平成27年センサス（運転4時間につき、30分の休憩時間を含む）

▼新たな観光ツアールートへの期待

資料：旅行代理店、バス事業者への
平成28年ヒアリング調査


